
物
も
昔
と
は
事
情
が
変
わ
っ
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
し
か
し
天

安
門
の
広
場
を
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
に
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

私
の
最
も
親
し
く
、
お
互
い
に
信
じ
合
っ
て
お
り
ま
し
た
中
国

人
は
、
本
当
に
私
が
地
方
人
と
し
て
北
京
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

る
時
に
、
何
気
な
く
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
、「
ダ
ー
ク
イ
（
大

槻
）

、
ダ
ー
ク
イ
、
ま
た
必
ず
来
る
時
が
あ
る
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。「
日
本
人
が
来
て
く
れ
る
時
が
必
ず
来
る
か
ら
、

そ
の
時
は
喜
ん
で
迎
え
る
か
ら
来
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
本
当
に
涙
を
流
し
て
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
頭
の
中
に
覚

え
て
い
ま
す
。

当
時
は
汪
精
衛
と
い
う
日
本
寄
り
の
中
国
人
も
い
ま
し
た

が
、
終
戦
に
な
っ
て
か
ら
は
■
介
石
で
、
そ
の
後
、
今
の
中
国

共
産
軍
が
■
介
石
に
代
わ
っ
て
大
陸
の
方
を
治
め
て
お
り
、
■

介
石
は
台
湾
省
に
移
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
台
湾
に
行
き
ま
す

と
、
台
湾
は
中
国
の
一
部
な
の
だ
と
、
中
国
の
大
陸
を
含
め
て

の
中
国
で
あ
っ
て
、
台
湾
は
一
つ
の
省
な
の
だ
と
、
私
ど
も
観

光
客
に
も
説
明
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
折
が
あ
れ
ば
、
中
国
へ
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
昔
い
た
家
や
ら
寮
へ
足
を
運
び
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。死

線
を
越
え
て
　 

京
都
府
　
四
方
ふ
じ
枝
　 

私
の
夫
、
四
方
為
夫
は
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
五
月
三
十

一
日
、
八
十
八
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、
亡
く
な
る
ま

で
御
国
の
為
に
と
、
種
々
の
仕
事
を
通
じ
て
ご
奉
公
し
て
参
り

ま
し
た
。

夫
は
支
那
事
変
の
み
参
戦
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
十
二
（
一

九
三
七
）
年
八
月
二
十
七
日
、
五
人
の
子
供
を
残
し
て
福
知
山

歩
兵
第
二
十
連
隊
に
応
召
、
入
隊
致
し
ま
し
た
。

以
来
、
中
国
各
地
を
転
戦
し
奮
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
あ
り
ま
す
第
十
一
軍
司
令
官
岡
村
寧
次
大
将
よ
り
頂
い
た
感

状
が
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
功
五
級
金

鵄
勲
章
も
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
勇
戦
奮
闘
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
（
掛
軸
に
な
る
よ
う
な
大
き
い
立
派
な
感
状
で
功

績
が
詳
細
に
明
記
し
て
あ
り
ま
す
）

。



戦
場
の
様
子
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
十
五
日
発
刊
さ
れ
ま

し
た
郷
土
の
人
の
戦
争
体
験
記
第
一
集
と
、
昭
和
六
十
年
八
月

七
日
発
刊
の
第
二
集
に
、
陣
中
日
記
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
中
よ
り
特
記
す
る
個
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
部
分
を
体
験
談
と
し
て
残
し
て
下
さ
い
と
二
冊
の
戦
争
体

験
記
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
よ
り
転
載
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。昭

和
十
二
年
八
月
二
十
七
日
応
召
と
い
え
ば
、
あ
の
七
月
七

日
、
支
那
事
変
の
勃
発
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
日
目
に
あ
た
る
。

こ
の
年
の
八
月
十
五
日
に
は
中
国
国
民
政
府
が
対
日
抗
戦
の

全
国
総
動
員
令
を
下
し
、
大
本
営
を
設
置
し
、
■
介
石
が
三
軍

の
総
司
令
に
就
任
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
直
ち
に

「
南
京
政
府
断
固
膺
懲
」
を
声
明
し
、
日
中
は
全
面
戦
争
に
突

入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
風
雲
急
を
告
げ
る
秋
に
私
は
動
員
令
を
受
け
、
そ
れ
か

ら
丸
二
年
間
、
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
日
に
召
集
解
除
で
除
隊

に
な
る
ま
で
、
足
掛
け
三
年
に
わ
た
り
陣
中
日
記
を
つ
け
て
き

た
。
そ
の
中
か
ら
当
時
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
な
部
分
を
順

次
抜
粋
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

昭
和
十
三
年
二
月
六
日
、
晴
、
気
温
暖
か
、
出
発
の
日
と
て

相
当
多
忙
、
次
々
と
面
会
に
来
る
。
午
後
五
時
福
知
山
駅
に
至

る
。
家
族
や
城
内
村
民
に
見
送
ら
れ
綾
部
駅
五
時
五
十
分
発
に

て
勇
躍
発
進
せ
り
。

二
月
十
五
日
、
午
前
七
時
三
十
分
、
北
京
西
直
門
駅
発
、
京

漢
線
の
旅
客
列
車
に
て
更
に
南
下
、
緩
連
を
過
ぎ
保
定
に
安

着
、
更
に
石
家
荘
に
向
け
前
進
す
。
共
産
匪
の
襲
撃
を
受
け
、

鉄
道
線
路
破
壊
さ
れ
た
る
個
所
あ
り
。
危
惧
の
念
抱
き
つ
つ
車

中
に
眠
る
。

三
月
四
日
、
当
地
に
来
て
初
め
て
大
隊
の
将
校
斤
候
と
し
て

任
命
を
受
く
。
任
務
は
一
個
小
隊
（
六
分
隊
五
十
四
人
）
を
指

揮
し
、
彰
徳
西
方
二
十
四
キ
ロ
の
水
治
鎮
に
行
き
、
そ
の
道
路

及
び
そ
の
東
方
十
キ
ロ
位
の
丘
陵
地
帯
の
地
形
及
び
戦
術
上
の

価
値
判
断
を
せ
よ
と
い
う
に
あ
り
。
午
前
八
時
出
発
、
水
治
鎮

に
向
か
う
。
大
し
た
警
戒
を
必
要
と
せ
ず
、
本
道
上
を
予
定
の

如
く
前
進
し
、
午
後
三
時
ご
ろ
水
治
鎮
に
至
り
、
第
二
中
隊
と

連
絡
し
、
同
地
に
宿
泊
す
。
四
囲
敵
の
中
に
て
相
当
警
戒
を
要

す
る
状
況
な
り
。



三
月
五
日
、
午
前
七
時
水
治
鎮
を
出
発
し
屹
■
に
向
か
う
。

午
前
八
時
五
十
分
ご
ろ
敵
二
十
五
人
程
よ
り
射
撃
を
受
く
。
更

に
前
進
す
れ
ば
彼
ら
西
南
方
に
退
却
せ
り
。
■
曲
の
山
道
を
案

内
人
を
立
て
て
、
更
に
前
進
。
午
前
十
一
時
二
十
分
、
行
程
約

半
分
の
地
に
て
昼
食
、
午
後
十
二
時
三
十
分
同
地
発
、
山
道
を

行
き
、
午
後
三
時
三
十
分
宋
栄
荘
に
到
着
。
予
定
の
道
路
を
彰

徳
に
向
か
い
帰
還
、
時
に
午
後
五
時
三
十
五
分
、
無
事
任
務
を

達
成
し
た
り
。

三
月
六
日
、
二
日
間
の
行
軍
に
相
当
疲
労
。
午
前
中
要
図
に

て
敵
状
及
び
丘
陵
地
帯
の
視
察
状
況
を
報
告
す
。

三
月
十
二
日
、
午
後
十
一
時
、
非
常
呼
集
あ
り
。
磁
県
東
北

方
二
十
キ
ロ
の
呉
村
に
於
い
て
工
兵
隊
、
敗
残
兵
三
百
人
と
交

戦
苦
戦
中
の
報
に
接
し
、
援
助
の
た
め
７
／1

1

、
１
／
４
Ａ

Ｇ
、
１
／
３
Ｂ
ｉ
Ａ
、
汽
車
に
て
応
援
す
。
工
兵
隊
の
負
傷
十

七
人
、
戦
死
者
五
人
。

三
月
十
三
日
、
磁
県
に
向
か
い
自
動
車
に
て
先
駆
す
。
午
前

一
時
三
十
分
着
、
尖
兵
長
と
し
て
呉
村
に
急
行
、
午
前
四
時
三

十
分
着
、
工
兵
中
隊
長
と
連
絡
し
増
援
の
旨
を
伝
う
。
敵
前

二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
、
午
前
五
時
、
榴
弾
砲
一
斉
射
撃
、
次
い

で
大
隊
砲
射
撃
を
な
し
、
第
一
線
に
展
開
し
、
部
落
内
掃
蕩
を

行
う
。
敵
は
三
百
、
敗
残
兵
と
し
て
退
却
せ
り
。
退
却
に
際
し

て
は
、
乗
馬
、
死
体
を
遺
棄
し
て
い
た
り
。
午
後
六
時
、
彰
徳

に
帰
還
。

三
月
十
八
日
、
第
十
九
旅
団
は
劉
除
名
軍
を
攻
撃
殲
滅
す
る

た
め
、
主
力
を
以
て
急
進
す
る
に
決
し
、
第
二
大
隊
も
一
部
を

彰
徳
に
残
置
し
、
急
遽
出
動
準
備
す
。
第
七
中
隊
は
一
小
隊
を

残
置
し
、
邯
鄲
に
至
り
、
第
九
連
隊
の
守
備
隊
と
交
代
を
準
備

す
。三
月
十
九
日
、
午
前
七
時
彰
徳
を
後
に
邯
鄲
に
向
か
い
出
発

す
。
午
前
十
時
五
十
分
、
邯
鄲
着
、
夕
方
ま
で
に
大
体
宿
舎
の

準
備
完
了
。

三
月
二
十
日
、
午
前
七
時
、
兵
舎
引
継
ぎ
の
交
渉
、
午
前
八

時
三
十
分
、
出
発
せ
る
た
め
Ｍ
Ｇ
の
後
に
移
る
。
全
く
兵
隊
の

移
動
は
簡
単
な
も
の
、
大
体
の
道
具
は
放
棄
し
て
行
く
の
だ
か

ら
。
馬
糞
の
中
よ
り
麦
を
選
び
分
け
、
持
ち
帰
る
中
国
人
の
あ

わ
れ
を
思
う
時
、
全
く
同
じ
人
間
な
の
に
と
驚
く
。
夕
方
ま
で

に
落
ち
つ
い
た
。

三
月
二
十
九
日
、
本
日
は
市
丸
、
小
林
千
代
子
一
行
の
慰
問



演
芸
が
あ
り
、
中
隊
は
会
場
準
備
で
多
忙
な
り
、
午
前
十
時
五

十
分
、
彰
徳
よ
り
一
行
到
着
せ
り
。
午
後
城
内
、
城
外
の
二
個

所
で
演
奏
す
。
小
生
会
場
一
切
引
受
け
整
理
に
当
た
る
。
集
合

せ
る
人
員
一
五
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
。
日
本
女
性
の
慰
問
、
そ
れ

だ
け
で
も
う
大
は
し
ゃ
ぎ
、
歌
い
だ
し
た
ら
ま
た
格
別
。
午
後

五
時
半
終
了
し
、「
邯
鄲
の
夢
枕
」
で
有
名
な
る
廬
生
の
見
し

夢
の
家
に
至
り
、
記
念
写
真
を
撮
り
帰
還
す
。

三
月
二
十
九
日
、
午
後
十
一
時
三
十
分
、
非
常
呼
集
あ
り
、

邯
鄲
東
方
約
一
里
、
小
官
屯
に
匪
賊
約
三
十
人
来
襲
と
の
報
に

整
列
。
小
隊
の
残
留
人
員
三
十
六
人
を
指
揮
し
、
歳
田
、
友
繁

そ
の
他
自
動
車
隊
小
泉
伍
長
他
五
人
、
十
二
時
半
頃
自
動
車
に

て
急
行
す
。

三
月
三
十
日
、
午
前
一
時
、
現
地
に
到
着
、
情
報
蒐
集
す
る

に
敵
情
不
明
な
る
も
射
撃
に
よ
り
威
嚇
す
。
敵
小
銃
を
数
発
応

射
す
、
よ
っ
て
更
に
■
弾
筒
及
び
ｉ
Ｇ
の
一
斉
射
撃
を
浴
び

せ
、
東
南
方
に
退
却
せ
し
む
。
昨
日
多
数
の
郵
便
来
る
。
家
内

よ
り
も
来
る
。
ま
た
本
日
、
家
内
よ
り
二
十
日
付
の
手
紙
来

る
。
家
の
事
情
も
分
か
り
安
心
す
。
梅
原
氏
村
師
と
な
る
、
祝

詞
呈
示
す
。

四
月
一
日
、
午
前
八
時
出
発
。
西
方
約
三
里
余
り
の
西
小
屯

村
付
近
の
状
況
調
査
の
た
め
一
個
分
隊
を
率
い
出
発
。
途
中
、

輜
重
隊
に
立
ち
寄
り
匪
賊
襲
撃
の
状
況
を
聴
し
、
七
、
八
十
人

の
土
匪
が
襲
撃
し
、
女
や
牛
、
馬
を
多
く
持
ち
去
っ
た
こ
と
を

知
る
。
午
後
十
二
時
半
頃
、
第
二
小
隊
中
川
成
市
上
等
兵
が
立

■
中
、
重
傷
、
両
足
切
断
す
。
入
院
手
術
後
一
日
生
存
せ
し
も

傷
深
き
た
め
生
命
な
く
死
亡
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
本
年

男
子
生
ま
れ
し
と
、
彼
の
死
せ
る
顔
見
る
も
若
き
た
め
神
の
ご

と
く
に
し
て
死
せ
り
。
無
論
一
言
も
な
し
、
あ
わ
れ
二
十
八
歳

を
一
期
と
し
て
北
支
に
死
せ
り
。
夕
方
兵
站
自
動
車
隊
二
個
中

隊
の
全
滅
と
な
り
た
る
、
負
傷
者
病
院
に
帰
る
、
誠
に
気
の
毒

な
り
。
四
月
三
日
、
中
川
上
等
兵
の
遺
体
を
火
葬
す
。
午
後
三
時
頃

納
骨
せ
り
。

四
月
七
日
、
邯
鄲
東
南
約
十
二
キ
ロ
に
、
匪
賊
一
千
余
昨
夜

来
襲
せ
り
と
の
報
に
基
づ
き
、
急
遽
自
動
車
に
乗
り
て
斥
候
に

行
く
。
中
途
二
回
得
た
る
情
報
に
よ
る
と
、
午
前
八
時
、
彼
ら

は
退
却
せ
り
と
。
果
た
せ
る
か
な
彼
ら
は
該
村
の
土
民
を
殺

し
、
大
い
に
荒
ら
し
退
却
せ
し
な
り
。
負
傷
者
に
手
当
を
施
し



て
や
り
、
全
員
無
事
帰
還
す
。

四
月
十
四
日
、
妻
か
ら
の
通
信
に
よ
る
と
、
禎
子
が
俺
の
こ

と
を
思
っ
て
い
る
と
見
え
て
寝
言
に
ま
で
も
言
う
と
あ
る
。
父

子
の
情
切
な
る
も
の
あ
り
、
さ
れ
ど
今
は
私
事
に
は
一
切
関
せ

ざ
る
べ
き
戦
地
で
あ
る
。

四
月
十
五
日
、
当
地
邯
鄲
の
警
備
を
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
最
近
編
成
の
佐
々
木
兵
団
と
で
あ
る
。
一
ヵ
月
近
く
住
む

と
別
れ
る
の
が
心
残
り
で
あ
る
。
次
は
ど
こ
に
行
く
の
か
わ
か

ら
な
い
け
れ
ど
、
第
一
線
に
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
私
と
し
て

は
そ
の
方
が
よ
い
が
ど
う
な
る
こ
と
か
？

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
八
日
、
斥
候
に
て
柘
茨
岑
に
行
く
、

京
山
街
道
の
道
路
確
保
並
び
に
通
信
線
の
確
保
に
任
ず
る
た

め
、
毎
日
斥
候
を
派
遣
す
る
に
決
し
た
る
を
も
っ
て
、
そ
の
道

路
地
域
ま
で
出
向
き
、
地
形
等
を
暗
記
せ
し
め
、
正
午
帰
還
。

内
地
よ
り
の
通
信
に
接
し
た
る
た
め
各
々
返
事
を
送
る
。
中
で

も
、
為
口
卯
三
郎
君
の
お
母
さ
ん
か
ら
の
手
紙
は
、
親
子
の
情

■
れ
、
涙
な
く
し
て
は
見
ら
れ
な
い
内
容
と
、
女
ら
し
い
細
い

点
に
意
を
注
が
れ
て
い
た
の
に
も
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

小
夜
し
ぐ
れ
　
戦
死
せ
る
子
を
　
思
う
哉
（
故
為
口
君
の
お

母
さ
ん
の
句
）

二
月
二
十
九
日
、
風
雨
、
故
・
貴
田
繁
治
君
の
親
父
さ
ん
よ

り
来
信
、
い
つ
も
戦
病
死
者
の
肉
親
よ
り
の
手
紙
来
る
毎
に
、

涙
を
新
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
が
、
深
刻
に
悲
し
さ
を

盛
っ
て
い
な
い
の
と
、
上
手
に
悲
し
さ
を
表
し
た
も
の
と
が
あ

る
。
一
般
に
故
人
に
か
わ
っ
て
の
お
礼
の
言
葉
が
非
常
に
多
い

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
子
ど
も
を
持
つ
ま
で
は
さ
し
て
動
か

な
か
っ
た
感
情
も
、
今
で
は
強
く
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
だ
け
に

悩
み
も
増
大
す
る
。
心
で
泣
い
て
顔
で
笑
っ
て
い
る
の
だ
。

二
月
二
十
一
日
、
い
よ
い
よ
鐘
祥
方
面
襄
河
ま
で
の
進
出
命

令
が
出
た
。
久
し
く
戦
闘
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
後
の
こ
と
と

て
待
ち
遠
し
い
命
令
で
も
あ
っ
た
。
我
々
は
対
陣
し
て
警
備
し

て
い
る
間
よ
り
も
戦
闘
し
て
い
る
苦
労
の
方
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
戦
争
に
も
慣
れ
て
、
そ
れ
が
勝
ち
戦
の
場
合
で

あ
る
だ
け
に
な
お
さ
ら
だ
。
晴
れ
た
空
を
飛
ぶ
重
爆
九
機
も
多

分
そ
ん
な
方
面
に
行
動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
独
立
軽
装
甲
車

第
二
中
隊
も
行
動
を
起
こ
し
た
。

二
月
二
十
五
日
、
京
山
に
お
い
て
待
機
、
小
島
少
将
の
指
揮

す
る
Ｋ
旅
団
は
既
に
相
当
前
進
し
て
本
朝
も
砲
火
を
浴
び
せ
て



い
る
。
京
山
西
方
に
出
て
い
る
第
三
大
隊
は
、
敵
の
反
撃
を
受

け
つ
つ
も
攻
撃
命
令
の
下
る
の
を
待
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

下
っ
て
来
な
い
。
小
島
支
隊
の
陽
動
に
、
敵
の
中
央
軍
二
個
師

団
は
南
方
に
集
結
、
進
出
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

二
月
二
十
七
日
、
曇
、
午
後
九
時
、
出
動
命
令
あ
り
、
真
っ

暗
な
道
を
一
路
敵
陣
地
に
向
か
う
。
行
程
約
二
里
に
し
て
敵
の

第
一
線
陣
地
偵
察
。
今
夜
中
に
、
明
払
暁
攻
撃
の
拠
点
を
確
保

す
る
と
共
に
、
敵
前
に
お
い
て
工
兵
隊
の
架
橋
も
始
め
、
い
よ

い
よ
戦
闘
開
始
と
な
る
。

三
月
二
日
、
雨
、
六
時
未
明
、
雨
中
敵
と
交
戦
、
三
時
頃
敵

陣
地
を
完
全
占
領
し
、
官
橋
舗
付
近
の
敵
を
駆
逐
し
一
路
追
撃

に
移
る
。
降
雨
ま
す
ま
す
激
し
く
豪
雨
と
な
る
。
陣
家
集
東
方

一
キ
ロ
余
の
所
を
前
進
中
、
片
山
惣
一
上
等
兵
、
左
側
に
貫
通

銃
創
を
受
け
る
。

三
月
三
日
、
東
橋
鎮
東
方
の
敵
陣
地
を
攻
撃
、
降
雨
激
し
く

戦
闘
進
渉
せ
ず
、
至
る
所
に
少
数
の
敵
あ
り
て
射
殺
す
。
午
後

三
時
頃
、
敵
の
左
翼
よ
り
後
方
に
■
回
し
、
敵
陣
地
の
背
後
に

迫
る
。
こ
の
時
、
北
部
の
山
の
南
側
を
敵
数
千
の
退
去
す
る
の

を
見
る
。
六
時
頃
、
退
却
の
二
百
人
に
対
し
、
わ
が
小
隊
は
徹

底
的
打
撃
を
与
え
た
り
。

三
月
六
日
、
雨
、
六
時
三
十
分
、
苗
家
集
を
経
て
長
濤
店
に

向
か
う
。
午
後
七
時
頃
敗
退
す
る
約
二
百
人
の
敵
を
急
迫
し
、

捕
虜
二
、
通
信
器
材
多
数
を
捕
獲
し
大
打
撃
を
与
え
、
夜
に
入

り
た
る
た
め
長
濤
店
東
方
二
里
の
地
点
に
宿
泊
す
。
行
軍
行
程

約
九
里
。

三
月
二
十
六
日
、
曇
、
鉄
道
警
備
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
。

長
い
間
、
山
間
僻
地
で
の
戦
闘
と
、
四
ヵ
月
に
わ
た
る
都
会
を

見
な
い
生
活
か
ら
、
広
域
の
電
灯
を
見
、
孝
感
で
汽
車
を
見

て
、
治
安
の
確
立
し
た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
子
ど
も

ら
も
よ
く
慣
れ
て
、
毎
日
終
日
来
て
遊
び
ま
わ
る
。
中
国
語
の

勉
強
に
も
な
り
、
ま
た
暇
つ
ぶ
し
の
相
手
と
し
て
も
役
に
立

つ
。
や
は
り
中
国
は
、
鉄
道
付
近
だ
け
は
発
達
し
て
、
文
化
を

築
き
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
見
え
る
。

四
月
四
日
、
中
国
人
の
宜
撫
工
作
上
の
要
点

一
　
子
供
を
可
愛
が
る
こ
と
、
要
す
れ
ば
土
産
を
や
る

二
　
病
気
、
皮
膚
病
多
し
、
医
術
救
護
を
施
し
て
や
る

三
　
た
び
た
び
応
接
し
て
心
安
く
な
る

四
　
気
長
に
対
応
す
る



五
　
学
校
に
赴
き
、
日
本
軍
の
安
心
で
き
る
こ
と
を
宣
伝
す

る

六
　
主
婦
、
そ
の
他
婦
人
を
十
分
尊
敬
す
る

七
　
正
義
の
軍
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
悪
は
絶
対
に
排
斥
す

る
こ
と

四
月
十
日
、
雨
、
胡
翼
武
軍
と
終
日
交
戦
。
午
前
三
時
頃
よ

り
丁
家
河
西
北
方
か
ら
の
敵
の
射
撃
に
端
を
発
し
、
我
は
黎
明

を
待
ち
攻
撃
を
加
う
。
戦
闘
三
時
間
に
し
て
白
河
舗
に
入
城

す
。
白
家
舗
道
の
土
民
は
敵
と
密
接
な
る
連
絡
あ
る
も
の
の
ご

と
く
、
我
々
に
好
意
あ
る
如
く
見
せ
て
安
心
を
与
え
て
い
た

り
。
我
々
の
十
二
時
白
河
舗
出
発
直
後
よ
り
、
攻
勢
に
転
じ
来

た
る
敵
は
後
方
よ
り
急
追
の
手
を
緩
む
こ
と
な
し
。
よ
っ
て
王

家
崗
に
お
い
て
反
撃
を
企
図
し
、
全
く
包
囲
な
し
で
一
挙
に
反

撃
す
。
与
え
た
る
敵
の
損
害
多
数
、
夕
刻
、
新
街
に
至
り
て
宿

営
、
降
雨
盛
ん
な
り
。

四
月
十
一
日
、
雨
、
本
朝
二
時
、
隶
家
港
駅
衛
兵
所
に
敵
襲

を
受
け
、
一
人
戦
死
、
一
人
負
傷
す
。

四
月
十
九
日
、
交
代
部
隊
到
着
。
雨
が
降
り
、
柳
の
青
葉
が

美
し
い
。
内
地
に
い
た
ら
桜
の
見
頃
だ
ろ
う
か
。「
世
の
様
は

移
り
変
わ
り
ぬ
れ
ど
　
変
わ
り
な
き
は
我
身
な
り
」
と
言
え
る

だ
け
は
幸
福
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
れ
ば
い
い
よ
う
だ
。
事
変
処

理
の
対
策
や
名
案
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
我
々
が
抱

負
と
し
て
も
っ
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
で
、
依
命
一
意
、
服
従
す

べ
き
現
状
で
は
、
何
ら
施
す
べ
き
手
だ
て
も
な
し
。

五
月
八
日
、
峪
山
警
備
、
毎
日
の
不
眠
に
よ
る
行
軍
に
心
身

共
に
疲
れ
果
て
、
そ
の
う
え
炎
熱
の
行
軍
と
て
倒
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
も
多
く
、
全
く
疲
労
困
憊
せ
る
と
こ
ろ
を
峪
山
に
残
り

警
備
す
る
こ
と
に
な
り
し
こ
と
を
喜
ぶ
。
蚤
と
南
京
虫
と
に
悩

み
つ
つ
疲
労
の
極
に
あ
る
と
き
、
留
ま
り
て
警
備
は
全
く
あ
り

が
た
い
。
当
地
方
は
多
少
の
起
伏
は
あ
る
も
の
の
、
全
く
の
平

地
で
農
業
に
適
し
、
地
質
ま
た
良
好
で
あ
り
平
和
な
る
農
村
の

一
小
町
で
あ
る
。

五
月
二
十
三
日
、
十
三
時
、
本
部
呉
家
港
出
発
、
鐘
洋
を
経

て
陳
家
集
に
向
か
う
。
曇
天
に
し
て
時
々
降
雨
、
涼
し
く
て
満

点
の
行
軍
日
和
な
り
。
行
軍
約
六
里
、
鐘
洋
東
方
二
里
の
蘭
家

店
付
近
に
お
い
て
、
最
も
親
し
み
あ
る
後
藤
中
佐
殿
が
、
自
分

達
に
わ
ざ
わ
ざ
面
接
に
来
駕
さ
れ
、
固
き
握
手
を
交
わ
し
、
旧

交
し
ば
し
、
愉
快
な
る
一
時
を
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
会
え



て
何
と
な
く
子
供
の
ご
と
く
上
気
す
る
の
を
制
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

五
月
二
十
四
日
、
今
回
で
四
回
目
の
行
軍
地
域
だ
が
、
も
う

あ
の
鐘
洋
攻
略
当
時
の
面
目
も
姿
も
残
っ
て
い
な
い
、
大
変
な

変
わ
り
よ
う
で
あ
る
。
道
路
は
あ
の
当
時
の
泥
寧
を
思
う
と
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
感
じ
さ
え
す
る
程
立
派
に
な
っ
た
。

七
月
三
十
一
日
、
南
京
を
発
ち
、
八
月
三
日
以
島
検
疫
所
に

て
船
中
待
機
、
八
月
七
日
、
宇
品
に
上
陸
、
八
月
八
日
、
帰

還
。
二
十
日
召
集
解
除
、
除
隊
と
な
る
。

以
上
は
丹
波
、
丹
後
地
方
郷
土
の
人
の
戦
争
体
験
記
の
中
よ

り
抽
出
し
た
一
部
分
で
あ
り
ま
す
。

主
人
は
豪
胆
で
堅
い
人
で
し
た
。
帰
っ
て
来
た
時
は
度
々
の

作
戦
の
た
め
で
し
ょ
う
、
手
が
ふ
る
え
、
左
の
耳
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
病
院
で
診
断
し
た
ら
と
何
回
も

言
い
ま
し
た
が
、
生
き
て
帰
っ
た
だ
け
で
も
い
い
で
は
な
い
か

と
、
頑
と
し
て
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
恩
給
の
申
請
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
、
再
度
召
集
が
く
る
ま
で
、
翼
賛
壮
年
団
の
役

員
を
し
た
り
、
在
郷
軍
人
会
の
会
長
を
し
た
り
、
第
一
線
の
兵

士
に
思
い
を
馳
せ
、
銃
後
の
守
り
を
固
め
る
た
め
、
士
気
の
高

揚
に
努
め
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
す
る
暇
な
く
が
ん
ば
り
ま
し

た
。昭
和
十
八
年
の
再
度
の
召
集
に
よ
り
、
福
知
山
歩
兵
第
二
十

連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
が
、
耳
、
手
の
ふ
る
え
の
関
係
も
あ
っ

て
で
し
ょ
う
か
、
連
隊
に
籍
を
置
い
て
舞
鶴
中
学
校
の
軍
事
教

練
の
教
官
と
し
て
、
中
学
生
に
軍
隊
生
活
の
経
験
を
生
か
し
て

指
導
に
努
力
し
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

支
那
事
変
の
功
績
に
よ
り
勲
五
等
と
金
鵄
勲
章
そ
し
て
三
千

円
の
功
労
金
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
三
千
円
は
大

金
で
し
た
し
、
主
人
が
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
毎
月
の
給
料
も
大

切
に
貯
金
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
戦
後
、
貯
蓄
封
鎖
に
よ
り

す
っ
か
ら
か
ん
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
農
地
解
放
に
よ
り
小
作

人
に
農
地
は
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
加
え
て
在
郷
軍
人
分

会
長
と
翼
賛
壮
年
団
に
籍
を
置
い
て
い
た
と
の
理
由
で
公
職
追

放
に
か
か
り
、
踏
ん
だ
り
蹴
ら
れ
た
り
の
憐
れ
さ
が
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
シ
ベ
リ
ア
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
方
々
の
お
世
話
を
す



る
た
め
、
舞
鶴
の
引
揚
援
護
局
に
も
勤
め
、
課
長
に
ま
で
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
公
職
追
放
の
た
め
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。

農
地
解
放
か
ら
少
し
で
も
農
地
を
残
す
た
め
、
農
業
を
せ
ね

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
農
業
協
同
組
合
長
に
も
推
さ
れ
ま

し
た
が
、
戦
争
の
後
遺
症
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
手
の
ふ

る
え
が
止
ま
ら
な
い
た
め
、
お
断
り
す
る
と
共
に
、
字
を
書
く

こ
と
も
次
第
に
や
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
た
だ
不
思
議
な
こ
と
に
、
支
那
事
変
中
に
背
負
っ
て
お

り
ま
し
た
背
■
の
真
中
に
大
き
な
弾
丸
の
穴
が
パ
ッ
ク
リ
開
い

て
お
り
ま
し
た
。
よ
く
ぞ
皮
一
枚
で
止
ま
り
背
中
を
貫
通
し
な

か
っ
た
、
神
仏
の
御
加
護
で
あ
ろ
う
と
、
不
思
議
さ
と
感
謝
を

致
し
て
お
り
ま
す
。

休
む
暇
も
な
く
が
ん
ば
り
続
け
た
主
人
が
、
平
成
九
年
五
月

三
十
一
日
、
八
十
八
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、
死
の
直

前
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
「
多
く
の
兵
隊
を
亡
く
さ
ず
に
よ
か
っ

た
」
と
言
っ
て
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
七
月
十
四
日
、
第
十
一
軍
司
令
官
岡
村
寧
次
閣

下
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
感
状
は
左
記
の
通
り
で
す
。

感

状

歩
兵
第
二
十
一
聯
隊
第
七
中
隊

陸
軍
歩
兵
中
尉
　
四
方
為
夫

右
ハ
襄
東
会
戦
ニ
方
リ
将
校
斥
候
長
ト
シ
テ
聯
隊
ノ
安
陛
北

方
敵
陣
地
攻
撃
ノ
為
敵
情
地
形
ノ
捜
索
ニ
任
ス
ル
ヤ
昭
和
十
四

年
四
月
三
十
日
具
ニ
長
寿
店
付
近
一
帯
ノ
敵
ノ
支
援
陣
地
ノ
状

況
ヲ
詳
ニ
シ
特
ニ
朱
寳
大
橋
付
近
ヨ
リ
指
向
ス
ル
突
破
正
面
ハ

其
両
側
地
区
ニ
比
シ
薄
弱
ニ
シ
テ
乗
ス
ヘ
キ
弱
點
ナ
ル
ヲ
確
認

シ
以
テ
聯
隊
長
ノ
同
方
面
突
破
ノ
決
意
ヲ
不
動
タ
ラ
シ
メ
タ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
師
団
ノ
企
図
ス
ル
敵
陣
地
急
襲
突
破
ノ
索
案
ニ
牢

固
タ
ル
確
信
ヲ
興
ヘ
タ
リ
以
テ
攻
撃
発
起
ニ
先
チ
五
月
四
日
夜

半
再
ヒ
選
バ
レ
テ
将
校
斥
候
長
ト
ナ
リ
聯
隊
ノ
突
破
正
面
タ
ル

両
合
届
付
近
ノ
陣
地
ニ
觸
接
シ
敵
情
特
ニ
其
動
静
ヲ
捜
索
ス
ヘ

キ
任
ヲ
受
ク
ル
ヤ
勇
躍
所
命
ノ
敵
陣
地
ノ
一
角
ニ
潜
入
シ
隠
密

裡
ニ
敵
中
深
ク
行
動
シ
剛
膽
巧
妙
ナ
ル
偵
察
ニ
依
テ
両
舎
届
付

近
支
援
　
陣
地
守
兵
ノ
後
退
ノ
状
ヲ
確
認
シ
機
ヲ
逸
セ
ズ
敵
軍

退
却
開
始
ノ
判
決
ヲ
報
告
シ
以
テ
師
団
ヲ
シ
テ
敵
軍
ノ
退
却
初

動
ニ
乗
ジ
安
陛
北
方
敵
陣
地
急
襲
突
破
並
渡
河
ニ
向
フ
神
速
果

敢
ナ
ル
追
撃
ヲ
敢
行
ス
ル
ノ
端
緒
ヲ
開
ケ
リ



以
上
中
尉
ノ
行
為
ハ
任
ニ
服
ス
ル
極
メ
テ
剛
膽
熱
心
機
ヲ
看

ル
頗
ル
敏
慧
偵
察
行
動
戦
術
上
ノ
判
断
亦
秀
抜
ニ
シ
テ
遺
憾
ナ

ク
将
校
斥
候
ノ
本
領
ヲ
発
揮
シ
テ
師
団
作
戦
初
期
指
導
ヲ
シ
テ

戦
機
ニ
投
セ
シ
ム
ル
ニ
至
大
ノ
貢
献
ヲ
致
セ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ

ク
其
武
功
抜
群
ナ
リ

仍
テ
茲
ニ
感
状
ヲ
授
与
ス

昭
和
十
四
年
七
月
十
四
日

第
十
一
軍
司
令
官
　
岡
村
寧
次

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
第
七
普
通
科
連
隊
福
知
山
駐
屯
地
に
も

資
料
を
提
供
し
た
り
、
自
衛
隊
員
の
心
構
え
等
の
指
導
に
も
努

力
し
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
付
で
、
司
令
一
等
陸

佐
浜
口
孝
和
氏
よ
り
も
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
子
供

達
と
も
話
し
て
お
り
ま
す
。




